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一

は
じ
め
に

大
正
三
年
二
月
、
豊
島
与
志
雄
は
東
京
帝
国
大
学
仏
文
科
二
年
次
に
在
学
中
、

同
人
と
し
て
芥
川
龍
之
介
ら
と
第
三
次
『
新
思
潮
』
を
創
刊
し
た
。
大
正
三
年
三

月
に
発
表
さ
れ
た
「
蠱
惑
」
は
、豊
島
が
『
新
思
潮
』
に
寄
せ
た
第
二
作
で
あ
り
、

処
女
作
「
湖
水
と
彼
等（
1
）」
と
出
世
作
「
恩
人（
2
）」
に
挟
ま
れ
た
作
品
で
あ
る
。

単
行
本
な
ど
に
は
収
録
さ
れ
ず
、
後
に
『
豊
島
与
志
雄
著
作
集
』
第
一
巻
（
未
来

社
、
昭
和
四
十
二
・
六
）
に
収
録
さ
れ
た
。
本
作
は
、
久
米
正
雄
が
「
異
常
な
神

経
と
、
病
的
な
空
想
か
ら
来
る
、
一
種
の
神
秘
な
世
界
が
展
開
さ
れ
る
。
氏
の
第

二
作
「
蠱
惑
」
は
正
に
か
く
の
如
き
も
の
で
あ
る（
3
）」
と
評
し
た
よ
う
に
、
主

人
公
が
、
よ
く
立
ち
寄
る
カ
フ
ェ
ー
で
自
分
の
分
身
と
見
な
す
男
と
交
渉
し
た
、

そ
の
異
常
な
体
験
を
回
想
し
た
も
の
で
あ
る
。
豊
島
は
、
大
正
初
期
か
ら
第
二
次

世
界
大
戦
後
に
か
け
て
長
く
作
家
と
し
て
活
躍
し
た
が
、「
古
井
戸
」（『
中
央
公
論
』

大
正
十
四
・
十
）、「
奇
怪
な
る
話
」（『
経
済
往
来
』
昭
和
八
・
五
）
な
ど
、
し
ば

し
ば
妄
想
、
幻
影
、
不
気
味
さ
な
ど
を
素
材
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
一
人
称
の

分
身
譚
は
こ
の
「
蠱
惑
」
以
外
見
当
た
ら
ず
、
し
か
も
情
緒
の
美
し
さ
で
評
判
を

得
た
「
湖
水
と
彼
等
」
と
「
恩
人
」
の
間
に
あ
っ
て
病
的
体
験
を
扱
う
も
の
と
し

て
、
本
作
の
存
在
は
興
味
深
い
。
一
人
称
の
語
り
手
に
よ
る
本
作
は
、
豊
島
本
人

に
と
っ
て
如
何
な
る
存
在
な
の
か
、
見
極
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

川
本
三
郎
氏
の
説（
4
）に
よ
れ
ば
、
大
正
期
の
日
本
文
壇
に
は
、
分
身
や
自
己

分
裂
を
テ
ー
マ
と
す
る
小
説
が
相
次
い
で
現
れ
て
く
る（
5
）。
そ
れ
は
、
日
本
に

紹
介
さ
れ
た
西
洋
の
分
身
小
説
の
影
響
で
あ
る
と
い
う（
6
）。「
蠱
惑
」
も
そ
う

し
た
背
景
の
下
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
先
行
研
究
で
は
、
吉
田

生
氏
は

「「
蠱
惑
」
に
つ
い
て
―
豊
島
与
志
雄
と
象
徴
主
義（
7
）」
に
お
い
て
、
西
洋
文
学

―
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
オ
の
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン（
8
）」
が
本
作

に
影
を
落
と
し
て
い
る
、
と
指
摘
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
吉
田
氏
は
両
作
に
つ
い
て

四
箇
所
の
類
似
点
し
か
挙
げ
て
お
ら
ず
、
更
な
る
検
討
と
解
釈
が
必
要
と
思
わ
れ

る
。
一
方
、
関
口
安
義
氏
は
、
本
作
が
成
立
し
た
時
期
に
、
豊
島
は
ベ
ル
ギ
ー
の

神
秘
主
義
思
想
家
・
戯
曲
家
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
と
指
摘

す
る
が（
9
）、
こ
の
点
は
な
お
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。
そ
う
し
た
側
面
は

本
作
か
ら
も
窺
え
る
も
の
の
、
先
行
研
究
で
は
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

本
稿
で
は
、
西
洋
文
学
・
西
洋
思
想
が
本
作
に
与
え
た
影
響
を
検
討
し
つ
つ
、
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作
品
を
解
釈
す
る
も
の
で
あ
り
、
前
述
し
た
ポ
オ
の
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ

ン
」
及
び
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の
思
想
と
い
う
二
点
を
中
心
と
す
る
。
ま
ず
は
、
吉

田
説
を
踏
ま
え
、
両
作
の
対
照
に
つ
い
て
更
な
る
考
察
を
行
い
、
本
作
が
「
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
」
の
手
法
を
踏
ま
え
て
分
身
と
い
う
テ
ー
マ
を
展
開
し
た

こ
と
を
詳
細
に
検
討
す
る
。
次
に
、
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の
評
論
「L

A
 V

IE
 

P
R

O
F

O
N

D
E

」
が
本
作
の
表
現
と
モ
チ
ー
フ
に
与
え
た
影
響
を
検
討
す
る
。
そ

れ
を
踏
ま
え
、
創
作
背
景
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
一
人
称
語
り
の
「
蠱
惑
」

が
作
者
と
っ
て
如
何
な
る
作
品
な
の
か
、
考
察
す
る
。

本
論
に
入
る
前
に
、
ま
ず
梗
概
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
青
年
「
私
」
は
、
そ

の
頃
、
昼
間
に
は
空
虚
と
倦
怠
し
か
感
じ
な
か
っ
た
が
、
夜
に
な
る
と
、
心
が
鏡

の
よ
う
に
澄
ん
で
く
る
の
を
覚
え
る
。
万
物
の
魂
が
潑
剌
と
「
私
」
の
心
の
中
に

甦
る
よ
う
で
、「
私
」は
世
界
の
創
造
主
に
な
っ
た
よ
う
な
大
き
な
歓
喜
を
感
じ
る
。

あ
る
晩
、「
私
」
は
よ
く
立
ち
寄
る
カ
フ
ェ
ー
で
見
覚
え
の
あ
る
男
に
出
会
う
。

そ
れ
以
後
、
カ
フ
ェ
ー
で
出
会
う
た
び
に
、
男
は
い
つ
も
「
私
」
に
似
た
格
好
を

し
、
二
人
と
も
同
じ
も
の
を
注
文
す
る
。
い
つ
か
「
私
」
は
、
彼
か
ら
何
か
を
盗

ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
恐
怖
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
。
被
圧
迫
感
が
重
な

る
う
ち
に
、
男
に
挑
戦
し
始
め
た
「
私
」
は
、
男
を
真
似
し
て
中
折
帽
を
被
っ
た

り
、
男
の
嫌
な
煙
草
を
わ
ざ
と
吸
っ
た
り
す
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
魂
ま
で
彼

に
吸
い
取
ら
れ
そ
う
に
な
り
、
生
命
力
が
ほ
と
ん
ど
夜
の
方
に
流
れ
込
ん
だ
よ
う

に
感
じ
た
「
私
」
は
、
つ
い
に
男
を
殺
そ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
事
前
に
用
意
し

た
懐
剣
を
持
っ
て
カ
フ
ェ
ー
で
会
っ
た
時
、男
か
ら
和
解
の
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
、

異
様
な
嬉
し
さ
を
感
じ
る
。
男
と
ワ
イ
ン
の
杯
を
交
わ
し
た
「
私
」
は
、
二
人
が

夥
し
い
物
の
魂
と
一
緒
に
一
つ
の
大
き
な
生
命
体
に
融
け
て
ゆ
く
よ
う
に
感
じ

る
。
カ
フ
ェ
ー
を
出
た
「
私
」
が
男
を
抱
擁
し
よ
う
と
し
た
時
、
胸
に
収
め
た
懐

剣
に
気
づ
き
、
着
物
の
上
か
ら
そ
の
鞘
を
男
に
握
ら
せ
た
瞬
間
、
男
が
駆
け
出
し

た
の
で
、「
私
」
も
駆
け
出
し
、
自
宅
の
玄
関
に
倒
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
後
、
医

師
の
診
断
を
う
け
た
「
私
」
は
、
ひ
ど
い
神
経
衰
弱
だ
と
い
わ
れ
る
。
母
の
看
病

の
下
で
落
ち
着
い
て
き
た
「
私
」
は
、
数
日
後
、
男
に
つ
い
て
記
し
始
め
る
。
書

い
た
物
を
母
に
見
せ
、
古
い
金
蒔
絵
の
手
文
庫
に
し
ま
っ
た
後
、「
私
」
は
た
だ

ぼ
ん
や
り
と
祈
る
よ
う
な
心
持
で
空
を
み
つ
め
る
。
空
か
ら
何
か
が
「
私
」
の
心

ま
で
降
り
て
来
る
。

一
、
ポ
オ
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
」
と
の
か
か
わ
り

前
述
の
吉
田
氏
は
、
本
作
の
成
立
に
、
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
オ
（E

d
gar 

A
llan P

oe

、1809

〜1849

）
の
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
」
が
影
を
落
と
し

て
い
る
、と
指
摘
す
る
。ポ
オ
は
十
九
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
の
詩
人
・
小
説
家
で
あ
り
、

怪
奇
で
象
徴
的
な
作
風
が
特
徴
で
あ
る
。
１
８
３
９
年
、
ポ
オ
は
分
身
を
テ
ー
マ

と
す
る
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
」
を
発
表
し
た（
10
）。
邦
訳
で
は
、
大
正
二

年
、
谷
崎
精
二
訳
の
単
行
本
『
赤
き
死
の
仮
面（
11
）』
所
収
版
が
最
初
で
あ
る
。

豊
島
が
実
際
に
こ
の
作
品
を
読
ん
だ
か
ど
う
か
、吉
田
氏
は
確
認
し
て
お
ら
ず
、

類
似
点
も
四
箇
所
し
か
挙
げ
て
い
な
い
。
稿
者
も
、
随
筆
や
雑
誌
ア
ン
ケ
ー
ト
に

散
見
さ
れ
る
愛
読
書
な
ど
へ
の
言
及
を
調
査
し
て
み
た
が
、
関
連
記
録
は
見
つ
か

ら
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
詳
し
く
両
作
を
比
較
し
て
み
る
と
、
ほ
か
に
も
類
似
点

が
見
ら
れ
る
。
吉
田
氏
は
『
ポ
オ
全
集
』
第
一
巻（
12
）に
所
収
さ
れ
る
、
中
野
好

夫
訳
の
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
」
に
従
っ
て
両
作
の
比
較
を
行
っ
て
い
る
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が
、「
蠱
惑
」
が
成
立
し
た
大
正
三
年
と
時
間
的
に
近
い
訳
を
参
照
し
た
ほ
う
が

適
切
で
あ
る
た
め
、
前
掲
谷
崎
精
二
訳
を
参
照
し
、
両
作
を
比
較
し
た
い
。
ま
ず
、

谷
崎
訳
に
よ
り
あ
ら
筋
を
確
認
す
る
。

本
作
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
男
性
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
、
悪
徳
に
よ
り
人

格
が
壊
滅
し
た
過
程
を
回
想
し
て
語
る
形
式
で
あ
る
。
中
学
校
時
代
、
ウ
ィ
ル
ソ

ン
は
名
前
や
容
貌
ま
で
自
分
そ
っ
く
り
の
同
級
生
と
出
会
う
。
二
人
の
間
に
は

色
々
な
駆
け
引
き
が
起
こ
る
う
ち
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
段
々
と
恐
怖
を
感
じ
、
貴
族

学
校
の
エ
ト
ン（
13
）に
転
校
す
る
。
数
年
後
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
ウ
ィ

ル
ソ
ン
が
学
友
を
カ
モ
に
し
て
イ
カ
サ
マ
の
カ
ル
タ
ば
く
ち
を
し
て
い
る
最
中
、

も
う
一
人
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
突
然
現
れ
、
そ
の
し
わ
ざ
を
暴
き
だ
す
。
主
人
公
は

退
学
処
分
に
さ
れ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
渡
り
、
以
後
も
そ
う
し
た
生
活
を

続
け
る
。
し
か
し
、
も
う
一
人
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
い
つ
も
そ
の
場
に
現
れ
て
不
正

の
邪
魔
を
す
る
。
そ
の
た
め
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
は
ペ
テ
ン
師
の
悪
名
が
立
ち
、
ど

こ
に
も
居
場
所
が
な
く
な
る
。
そ
こ
で
自
分
の
敵
に
復
讐
す
る
た
め
、
ウ
ィ
ル
ソ

ン
は
旅
に
出
、
も
う
一
人
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
を
捕
ら
え
て
殺
し
て
し
ま
う
。
も
う
一

人
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
死
の
間
際
に
、「
お
前
は
お
前
自
身
を
殺
し
て
了
つ
た
事
ぞ
」

と
い
う
。
こ
こ
で
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
自
分
の
良
心
の
化
身
を
滅
ぼ
し
た
こ
と
が
暗

示
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
過
去
の
罪
を
後
悔
し
、
汚
名
に
苦
し
む
。

一
―
一　

類
似
点

「
蠱
惑
」
を
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
」
と
対
照
さ
せ
た
結
果
、
類
似
点

は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
吉
田
論
文
で
指
摘
さ
れ
た
類
似
点
と
合
致
す
る

も
の
は
、
次
の
２
・
８
・
９
で
あ
る
。
以
上
の
三
点
の
他
に
吉
田
氏
は
、
二
人
の

主
人
公
が
同
じ
く
マ
ン
ト
を
着
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、本
作
の
「
私
」

は
「
男
」
と
同
じ
く
マ
ン
ト
を
纏
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
エ
ト
ン

で
も
う
一
人
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
ゲ
ー
ム
ト
リ
ッ
ク
を
暴
か
れ
た
場
面
で
も
、
二
人

は
同
じ
く
珍
し
い
毛
皮
の
マ
ン
ト
を
着
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
吉
田
氏
が
参

照
し
た
中
野
好
夫
氏
の
訳
は
確
か
に
マ
ン
ト
で
あ
る
が
、
谷
崎
訳
で
は
外
套
で
あ

る
。「
外
套
」
と
訳
す
る
の
は
、『
ポ
オ
・
ボ
オ
ド
レ
ー
ル
』（
筑
摩
世
界
文
学
大

系
37
、小
川
和
夫
﹇
ほ
か
﹈
訳
、昭
四
十
八
・
十
一
）
所
収
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ

ル
ソ
ン
」
も
同
じ
で
あ
る
。
原
文
は
「clo

ak

」
で
あ
る
。
谷
崎
の
時
代
に
近
い

英
和
辞
典
―
明
治
三
十
四
年
十
一
月
の
『
新
英
和
辞
典
』（
和
田
垣
謙
三
著
、
大

倉
書
店
。
国
会
図
書
館
近
代
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
拠
る
）
で
は
、「clo

ak

」
は
「
外

套
、
被
物
」
の
意
。
ま
た
、
明
治
四
十
三
年
十
一
月
の
『
学
生
英
和
辞
典
』（
上

野
陽
一
著
、
博
報
堂
。
同
右
）
で
は
、「clo

ak

」
は
「
外
套
」
の
意
。
い
ず
れ
も

「
外
套
」
と
し
て
い
る
。
な
お
、
現
行
の
英
和
辞
典
（『
ス
ー
パ
ー
・
ア
ン
カ
ー
英

和
辞
典
』
第
四
版
、
学
習
研
究
社
、
平
成
二
十
一
・
十
二
）
に
よ
れ
ば
、「cloak

」

は
「
そ
で
な
し
の
外
と
う
」
の
意
で
あ
る
。
英
語
原
文
で
読
ん
だ
豊
島
が
、
当
時

の
日
本
の
学
生
の
身
な
り
と
し
て
「
マ
ン
ト
」
の
方
が
適
当
と
考
え
、「
マ
ン
ト
」

と
訳
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。「
イ
ン
バ
ネ
ス
」
の
よ
う
な
丈
の
長
い
、
ゆ
っ
た

り
し
た
袖
無
し
外
套
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
さ
ら
に
こ
の
点
で
両
者

の
類
似
性
は
高
ま
る
と
い
え
よ
う
。

1
、
一
人
称
の
回
想
の
形

「
蠱
惑
」
は
、
副
題
「
冬
夜
、
瞑
目
し
て
座
せ
る
あ
る
青
年
の
独
白
」
と
あ
る

よ
う
に
、「
私
」
が
そ
の
頃
の
出
来
事
を
語
り
始
め
る
形
式
で
あ
る
。
一
方
「
ウ
ィ
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リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
」
は
、
書
き
出
し
で
、「
私
」
が
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル

ソ
ン
と
名
乗
り
、
こ
の
近
年
背
徳
に
堕
落
し
て
き
た
過
去
を
振
り
か
え
っ
て
告
白

す
る
形
式
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
一
人
称
で
過
去
を
振
り
返
っ
て
物
語
る
設
定
で
あ

る
。

2
、
そ
の
人
と
遠
い
昔
に
会
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
点

「
蠱
惑
」
の
「
私
」
は
、
男
に
つ
い
て
、「
私
は
彼
を
前
に
幾
度
も
見
た
こ
と
が

確
に
あ
る
。
少
く
と
も
そ
の
カ
フ
エ
ー
で
前
に
一
二
度
見
た
こ
と
が
あ
つ
た
。
通

り
で
も
見
た
や
う
だ
。
旅
の
記
憶
に
も
彼
の
顔
が
あ
る
。
そ
れ
か
ら
私
は
の
び
上

つ
て
記
憶
の
地
平
線
の
彼
方
に
彼
を
探
し
た
。
幼
い
折
、
小
児
の
折
、
私
が
生
ま

れ
な
い
前
、
其
処
に
も
彼
の
顔
が
あ
る
」
と
す
る
。

「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
」
で
も
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
も
う
一
人
の
ウ
ィ
ル

ソ
ン
に
つ
い
て
、「
其
れ
は
ず
つ
と
昔
の
私
の
小
児
時
代
の
幻を
ぼ

ろ
げ
な
夢
―
記
憶

其
れ
自
身
が
未
だ
生
じ
な
か
つ
た
時
分
の
放ほ
し
ひ
ま恣ゝ
な
、
混
乱
錯
雑
し
た
記
憶
を
我
胸

に
思
ひ
起
さ
せ
ら
れ
た
事
で
あ
る
。
ず
つ
と
昔
の
或
る
時

―
果
て
し
な
く
遠
い

過
去
の
或
時
期
に
、
我
が
眼め
の
ま
へ前
に
立
つ
た
此
の
男
と
知し
り
あ
ひ己
に
な
つ
て
居
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か
」
と
思
っ
て
い
る
。

3
、
主
人
公
が
、
自
分
が
分
身
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
に
苛
立
つ
点

「
蠱
惑
」
で
は
、
二
人
は
服
装
と
行
為
の
二
点
で
類
似
す
る
。
服
装
で
は
、「
私
」

と
男
は
最
初
か
ら
同
じ
く
ラ
ク
ダ
の
マ
ン
ト
を
纏
っ
て
い
る
。そ
の
後
、男
は「
私
」

を
真
似
し
、
そ
れ
ま
で
つ
け
て
い
な
か
っ
た
頸
巻
を
す
る
。「
私
」
は
男
の
そ
の

物
真
似
に
苛
立
ち
、
男
と
同
じ
く
中
折
帽
を
被
る
。
一
方
、
行
為
の
ほ
う
で
は
、

カ
フ
ェ
ー
で
男
は
い
つ
も
「
私
」
が
注
文
し
た
い
品
物
を
先
に
注
文
し
て
い
る
。

「
私
」
も
あ
と
を
追
っ
て
同
じ
も
の
を
注
文
す
る
。「
私
達
の
何
れ
か
ゞ
何
か
を
飲

ん
で
ゐ
る
時
、
そ
れ
を
見
て
後
か
ら
来
た
方
が
同
じ
も
の
を
注
文
す
る
の
は
別
に

不
思
議
は
な
い
ん
だ
。
然
し
私
は
只
頭
の
中
で
考
へ
た
き
り
ぢ
つ
と
し
て
ゐ
る
こ

と
が
あ
る
。そ
の
時
は
屹
度
彼
が
私
よ
り
先
に
そ
れ
を
女
中
に
云
ひ
つ
け
る
の
だ
」

な
ど
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
外
見
の
み
な
ら
ず
、
二
人
は
考
え
る
こ
と
ま
で
共
通
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
私
」
は
「
私
が
考
へ
る
こ
と
、
行
ふ
こ
と
、

そ
れ
を
み
ん
な
彼
奴
が
盗
ん
で
し
ま
う
ん
だ
」
と
恐
怖
を
感
じ
る
。

「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
」
で
も
、
外
見
を
は
じ
め
と
し
て
、
ウ
ィ
ル
ソ

ン
は
も
う
一
人
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
自
分
の
こ
と
を
真
似
し
て
い
る
の
に
気
づ
く
。

も
う
一
人
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
喉
に
障
害
が
あ
っ
て
高
く
声
が
出
せ
な
い
こ
と
以

外
、
二
人
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
ほ
ぼ
そ
っ
く
り
で
あ
る
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
そ
の
物
真

似
に
苛
立
ち
、
更
に
戦
慄
を
感
じ
る
。「
同
じ
名
！
同
じ
身か
ら
だ体
の
風
采
！
此
の
ア

カ
デ
ミ
イ
へ
同
じ
日
の
入
学
！
而そ

し
て
私
の
足
取
り
や
、
声
や
、
癖
や
、
挙
動
に

対
す
る
執
拗
な
、
無
意
味
な
彼
の
物
真
似
！
〈
略
〉
恐
れ
に
打
た
れ
、
背
を
這は

つ

て
行
く
戦
慄
を
感
じ
て
、」
な
ど
と
あ
る
。

4
、  

周
囲
に
対
し
絶
対
的
な
位
置
に
立
つ
と
思
っ
て
い
る
主
人
公
が
、
男
（
ウ
ィ

ル
ソ
ン
）
だ
け
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
点

「
蠱
惑
」
の
「
私
」
は
、
カ
フ
ェ
ー
で
自
分
が
世
界
の
中
心
に
い
る
と
思
っ
て

瞑
想
し
て
い
る
。
そ
の
最
中
、
男
が
突
然
、
黒
い
影
の
よ
う
に
私
の
世
界
に
や
っ

て
く
る
。「
私
」
は
自
分
が
万
有
の
物
象
に
生
命
を
与
え
る
創
造
主
だ
と
思
う
が
、

そ
の
男
だ
け
は
例
外
で
あ
る
。「
や
が
て
私
の
心
は
そ
の
世
界
を
抱
擁
し
、
温
い
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ま
で
暖
め
て
や
る
の
だ
。
そ
し
て
其
処
に
深
い
生
命
が
創
造
さ
れ
る
。
私
の

心
は
か
く
現
実
を
孕
ん
で
そ
れ
を
生
命
の
世
界
へ
産
み
落
す
の
で
あ
る
。
私
は
そ

の
世
界
の
母
な
ん
だ
。
私
は
其
処
に
あ
る
凡
て
を
力
強
く
愛
す
る
。〈
略
〉
み
な

私
が
彼
等
に
魂
を
与
え
て
や
る
の
だ
。
只
か
の
男
ば
か
り
は
ど
う
も
私
の
世
界
に

は
入
つ
て
来
な
い
〈
略
〉
兎
に
角
彼
奴
は
私
に
対
し
て
潜
越
な
ん
だ
。
私
は
苛
ら

〳
〵
し
て
き
た
」
な
ど
と
あ
る
。

「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
」
も
同
様
で
あ
る
。
中
学
生
時
代
、
主
人
公
は

餓
鬼
大
将
と
し
て
同
輩
の
間
に
威
勢
を
揮
っ
て
い
た
が
、
一
人
だ
け
、
つ
ま
り
も

う
一
人
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
だ
け
は
私
の
勢
力
に
靡
か
な
か
っ
た
。「
実
際
熱
烈
な
横

柄
な
私
の
性
癖
が
直ぢ

き
に
私
を
学
生
の
中
で
も
抜
き
ん
で
ゝ
特
徴
あ
る
者
に
な
し

た
。
而そ

し
て
漸だ
ん
〴
〵々

と
自
然
に
私
は
私
よ
り
余
り
年
上
で
な
い
人
々
の
間
に
唯
一
人

の
例
外
を
除
い
て
優
勢
を
占
め
る
様
に
な
つ
た
。
そ
の
例
外
と
云
ふ
の
は
、
何
の

縁
故
も
無
く
つ
て
し
か
も
私
と
同
じ
姓
、
同
じ
名
の
、

―
大
し
て
驚
く
べ
き
事

情
で
も
な
い
の
だ
が
、

―
一
人
の
学
生
で
あ
つ
た
」「
私
の
持
説
を
暗
々
裡
に

攻
撃
し
、
私
の
意
見
に
服
従
す
る
事
を
拒
み
、
私
の
専
横
な
命
令
に
は
何
で
も
彼か

で
も
干
渉
し
た
」
な
ど
と
あ
る
。

5
、  「
私
」
と
男
（
ウ
ィ
ル
ソ
ン
）
と
の
対
立
は
二
人
の
間
だ
け
の
こ
と
で
、
周

り
の
他
人
は
そ
の
駆
け
引
き
に
気
づ
か
な
い
点

「
蠱
惑
」
で
は
、
カ
フ
ェ
ー
の
女
給
も
二
人
の
駆
け
引
き
に
気
づ
い
て
い
な
い
。

ま
た
、
男
が
「
私
」
の
魂
を
捕
え
よ
う
と
し
た
際
、
他
の
客
が
カ
フ
ェ
ー
に
入
っ

た
た
め
に
中
断
さ
れ
る
が
、
客
た
ち
は
そ
の
こ
と
を
「
何
に
も
知
ら
な
い
ん
だ
。

そ
し
て
何
に
も
見
え
な
い
ん
だ
」
と
「
私
」
は
語
る
。

「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
」
で
も
、「
私
」
は
い
つ
も
も
う
一
人
の
ウ
ィ
ル

ソ
ン
に
言
動
を
干
渉
さ
れ
る
が
、
誰
も
そ
の
こ
と
に
気
付
か
な
い
。「
ウ
ィ
ル
ソ

ン
の
反
抗
は
非
常
に
私
を
当
惑
さ
せ
た
。
人
の
前
で
は
彼
の
主
張
を
常
に
威
嚇
し

よ
う
と
心
掛
け
て
居
乍な

が

ら
も
、
秘
か
に
彼
を
虞お
そ

れ
、
彼
が
安
々
と
自
身
を
私
と
対

等
に
振
舞
つ
て
居
る
の
が
彼
の
真
に
優
れ
て
居
る
証
拠
の
様
に
思
は
れ
た
ゞ
け
一

層
当
惑
の
度
が
増
し
た
。
如ど

う何
し
て
も
圧
到マ
マ

さ
れ
ま
い
と
云
ふ
考
へ
が
始
終
私
を

苦
し
ま
せ
た
。
然し
か

し
此
の
優
勝

―
い
や
此
の
対
等
と
云
ふ
事
さ
へ
も
私
以
外
の

誰
に
も
気
が
着つ

か
れ
な
か
つ
た
」
と
あ
る
。

6
、「
私
」
は
相
手
の
せ
い
で
勢
力
範
囲
・
活
動
範
囲
が
削
が
れ
る
点

「
蠱
惑
」
の
男
は
、
徐
々
に
「
私
」
の
世
界
に
あ
る
万
有
の
魂
を
吸
い
取
り
、

更
に
「
私
」
の
魂
ま
で
狙
っ
て
い
る
よ
う
に
「
私
」
に
は
感
じ
ら
れ
る
。「
彼
は

私
の
世
界
を
次
第
に
食
ひ
減
ら
し
て
ゆ
く
。〈
略
〉
私
は
次
第
に
孤
独
に
な
る
の

を
感
ず
る
。
凡
て
が
私
に
背
い
て
彼
の
方
へ
靡
い
て
ゆ
く
の
だ
〈
略
〉
彼
は
何
時

の
間
に
カ
フ
エ
ー
の
中
に
自
分
の
影
を
濃
く
蓄
積
し
て
し
ま
つ
た
の
だ
。
そ
し
て

凡
て
を
私
か
ら
奪
つ
た
上
、
私
の
胸
の
中
に
忍
び
込
ん
で
来
や
う
と
し
て
ゐ
る
。

彼
奴め

が
ぢ
つ
と
私
の
魂
を
狙
つ
て
ゐ
る
の
を
私
は
よ
く
知
つ
て
ゐ
る
」
と
あ
る
。

「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
」
で
も
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
分
身
に
邪
魔
さ
れ
、

背
徳
者
の
悪
名
が
立
っ
た
た
め
に
、社
会
で
の
行
動
が
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

「
オ
ツマ
マ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
於
け
る
我
が
名
誉
の
破
壊
者
、
ロ
ー
マ
に
お
け
る
我
が

野
心
、
パ
リ
ー
に
於
け
る
我
が
復
讐
、
ネ
ー
プ
ル
ス
に
於
け
る
我
が
熱
烈
な
る
恋
、

又
は
エ
ヂ
プ
ト
に
於
け
る
彼
が
不ふ

と
ゞ
き届
に
も
貪
慾
と
名
づ
け
た
と
こ
ろ
の
我
が
所

業
、
是
等
を
妨
げ
挫く
ぢ

い
た
」
と
あ
る
。
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7
、
主
人
公
が
男
（
ウ
ィ
ル
ソ
ン
）
に
対
し
て
つ
い
に
殺
意
を
抱
く
点

「
蠱
惑
」
の
「
私
」
は
、男
の
圧
迫
に
苛
立
ち
、男
の
嫌
い
な
煙
草
を
吸
っ
た
り
、

男
を
真
似
し
て
中
折
帽
を
被
っ
た
り
す
る
な
ど
、
何
回
も
「
復
讐
」（
嫌
が
ら
せ
）

を
繰
り
返
す
が
、
凡
て
徒
労
に
終
わ
る
。
そ
こ
で
つ
い
に
「
私
」
は
、
男
へ
の
殺

意
が
生
じ
る
。

「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
」
で
も
、
も
う
一
人
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
主
人
公

の
悪
行
を
い
つ
も
暴
き
出
す
の
で
、
つ
い
に
彼
を
殺
そ
う
と
す
る
。

8
、
凶
器
の
対
応
―
懐
剣
と
剣

「
蠱
惑
」
で
は
、
執
拗
な
挑
発
に
苛
立
っ
た
「
私
」
が
、
男
を
殺
そ
う
と
自
宅

か
ら
懐
剣
を
も
ち
出
す
。「
私
は
家
に
帰
つ
て
自
分
の
室
に
在
る
小
い
懐
剣
を
懐

に
隠
し
た
。〈
略
〉
私
は
自
分
で
知
ら
な
い
ま
に
直
に
カ
フ
エ
ー
の
中
に
突
進
し

た
〈
略
〉
私
は
彼
の
胸
の
所
へ
ぢ
つ
と
眼
を
据
ゑ
た
。
何
か
ゞ
さ
つ
と
流
れ
た
。

私
は
右
手
に
懐
剣
を
握
つ
た
。
刃
が
真
黒
な
ん
だ
。
そ
れ
を
彼
の
胸
の
中
に
力
を

込
め
て
つ
き
立
て
ゝ
や
る
」。

「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
」
で
も
、
仮
装
舞
踏
会
で
主
人
公
は
、
血
紅
色

の
帯
に
下
げ
た
剣
で
、
同
じ
服
装
の
も
う
一
人
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
を
刺
し
殺
す
。

「
彼き
や
つ奴
は
全
く
私
と
同
じ
服
装
を
し
て
居
た
」「
私
は
酷む
ご

た
ら
し
い
程
凶
猛
に
幾い
く
た
び度

も
幾い
く
た
び度
も
彼
の
胸
に
剣
を
突
き
刺
し
た
」。

9
、  

相
手
を
殺
害
後
（
ま
た
は
、
そ
の
意
図
を
知
ら
れ
た
後
）、
主
人
公
が
精
神

的
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
点

「
蠱
惑
」
の
「
私
」
は
、
男
と
の
和
解
後
、
着
物
の
上
か
ら
男
に
懐
剣
の
鞘
を

握
ら
せ
る
。
す
る
と
男
は
、「
私
」
か
ら
攻
撃
さ
れ
る
と
勘
違
い
し
た
せ
い
か
、

駆
け
出
し
て
し
ま
う
。
男
と
の
共
感
が
失
わ
れ
た
と
思
っ
た
た
め
か
、「
あ
る
黒

い
大
き
い
翼
が
私
の
心
を
掠
め
て
飛
ん
だ
。
頭
の
中
に
が
ら
〳
〵
と
物
の
壊
れ
る

音
が
し
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
私
」
は
精
神
的
衝
撃
を
受
け
る
。

「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
」で
は
、も
う
一
人
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
死
の
間
際
、

主
人
公
に
、
お
前
は
自
分
自
身
を
殺
し
た
の
だ
、
と
言
う
。
も
う
一
人
の
ウ
ィ
ル

ソ
ン
と
は
、
主
人
公
の
良
心
だ
っ
た
こ
と
が
暗
示
さ
れ
る
。「
彼
が
喋
つ
た
間
私

は
自
分
自
身
が
喋
つ
て
居
る
の
だ
と
想
像
す
る
事
が
出
来
た
」「
お
前
が
勝
つ
た

の
だ
。私
は
降
参
す
る
。然し
か

し
今
後
お
前
と
て
も
や
は
り
死
ん
で
了
つ
た
の
だ〈
略
〉

私
の
中
に
お
前
が
生
き
て
居
た
の
だ

―
而そ

し
て
私
の
死
に
於
て

―
実
は
お
前

自
身
で
あ
る
此
の
姿
に
依
つ
て
見
よ

―
如
何
に
全
く
お
前
は
お
前
自
身
を
殺
し

て
了
つ
た
事
ぞ
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
私
」
の
死
が
暗
示
さ
れ
て
終
わ
る
。

以
上
、
両
作
に
か
な
り
の
類
似
点
が
存
在
す
る
の
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
遠
い
昔
に

会
っ
た
よ
う
な
気
の
す
る
相
手
は
、「
私
」
の
行
動
を
妨
げ
る
た
め
、「
私
」
は
次

第
に
相
手
を
憎
み
、
殺
意
を
抱
く
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
実
際
に
相
手
を
失
っ

て
し
ま
っ
た
時
に
は
、
精
神
的
な
衝
撃
に
打
ち
の
め
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
相
手
に

は
「
私
」
の
精
神
の
一
面
が
投
影
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
暗
示
す
る
。
相
手
の
言
動

に
よ
っ
て
、「
私
」
の
心
の
矛
盾
が
触
発
さ
れ
、
更
に
自
己
と
他
者
（
相
手
）
と

の
衝
突
と
い
う
形
で
、
こ
れ
を
具
象
化
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一

見
対
立
し
た
二
人
の
駆
け
引
き
と
見
え
た
も
の
は
、
実
は
似
通
っ
た
他
者
に
託
さ

れ
た
、「
私
」
の
心
内
の
相
克
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
従
っ
て
、
二
人
が
交

渉
す
る
一
部
始
終
は
、「
私
」だ
け
が
一
方
的
に
妄
想
し
た
内
面
の
ド
ラ
マ
で
あ
り
、
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そ
の
た
め
他
の
人
に
は
気
付
か
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。要
す
る
に「
蠱
惑
」は
、

他
者
に
「
私
」
の
心
の
反
映
と
し
て
の
分
身
を
設
定
し
、
い
わ
ゆ
る
本
体
と
分
身

の
交
渉
を
通
し
て
「
私
」
の
心
理
的
葛
藤
を
描
き
出
す
手
法
を
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ウ
ィ
ル
ソ
ン
」
か
ら
受
容
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

一
―
二　

相
違
点

以
上
の
よ
う
に
、「
蠱
惑
」
に
お
い
て
「
私
」
の
葛
藤
を
表
す
技
法
は
、「
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
」
を
受
容
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、

両
作
に
は
相
違
点
が
何
箇
所
か
見
ら
れ
る
。

1
、
本
体
が
分
身
と
会
う
空
間
の
設
定

「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
」
に
お
い
て
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
分
身
に
出
会
う

場
所
は
、
中
学
校
や
エ
ト
ン
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
な
ど
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の

活
動
に
応
じ
て
き
わ
め
て
多
様
で
あ
る
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
お
け
る
善
悪
は
、
社
会

道
徳
に
寄
り
添
う
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
分
身
は
本
体
に
付
い
て
各
地

を
移
動
す
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
「
蠱
惑
」
で
は
、
二
人
が
初
め
て
カ
フ
ェ
ー
で
出
会
っ
て
以
降
、
男
は
い

つ
も
カ
フ
ェ
ー
に
限
っ
て
現
れ
、「
私
」
と
の
駆
け
引
き
が
な
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、

二
人
の
交
渉
は
カ
フ
ェ
ー
と
い
う
一
つ
の
空
間
に
限
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
か
ら
、「
私
」
は
カ
フ
ェ
ー
で
初
め
て
自
分
の
葛
藤
に
気
付
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
な
ぜ
、
カ
フ
ェ
ー
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
は
、「
私
の
心
の
広
さ
と
室
の
広
さ
と
が
ぴ
つ
た
り
と
合
ふ
の
だ
。
其
処
に
は

何
に
も
私
の
心
の
領
域
を
越
え
た
処
か
ら
来
る
眼
付
が
な
い
の
だ
つ
た
」
と
あ
る

よ
う
に
、
カ
フ
ェ
ー
と
い
う
空
間
が
、
自
分
の
心
に
ぴ
っ
た
り
合
う
も
の
だ
っ
た

た
め
で
あ
ろ
う
。

「
私
」が
抱
え
る
葛
藤
は
、あ
く
ま
で
個
人
的
な
感
覚
で
あ
る
。カ
フ
ェ
ー
が「
私
」

の
心
に
ぴ
っ
た
り
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
心
を
騒
が
す
外
部
の
干
渉
が
存
在
す
る

わ
け
が
な
い
。「
私
」
に
と
っ
て
カ
フ
ェ
ー
は
、
誰
に
も
邪
魔
さ
れ
ず
自
分
の
内

面
に
没
入
す
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、「
私
」
が
カ
フ
ェ
ー
と
自
宅
の
二
つ
の
空
間
を
行
き
来
す
る
こ

と
も
、
葛
藤
が
浮
き
彫
り
に
な
る
こ
と
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
カ
フ
ェ
ー
と
自
宅

は
、
対
比
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
カ
フ
ェ
ー
で
は
、
羅
紗
の
カ
ー
テ
ン
が
あ

り
、
客
は
洋
服
を
着
て
い
る
な
ど
、
西
洋
の
モ
ダ
ン
な
要
素
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
、「
私
」
の
自
宅
は
伝
統
的
な
日
本
家
屋
で
、母
は
銘
仙
の
着
物
を
着
、

古
い
金
蒔
絵
の
手
文
庫
な
ど
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
二
つ
の
空
間
は
は
っ
き
り

と
相
対
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
を
行
き
来
す
る
「
私
」
は
、
異
な
る
世
界
を
行
き

来
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
自
宅
は
、「
私
」
に
と
っ
て
現
実
の
日
常
生
活
に
当

た
る
空
間
で
あ
り
、
対
照
的
に
カ
フ
ェ
ー
は
、
現
実
や
日
常
と
か
け
離
れ
た
場
所

と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、「
私
」
が
日
常
を
離
れ
た
環
境
に
い
た
か
ら
こ
そ
、

普
段
、
気
付
か
な
い
心
の
内
奥
を
見
つ
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
分
身
に
出
会
う

よ
う
な
不
思
議
な
出
来
事
に
接
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

2
、
分
身
と
の
類
似
性
の
実
態

「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
」
に
お
け
る
も
う
一
人
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
学

校
の
生
徒
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
、実
在
の
人
物
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

末
尾
で
、
分
身
を
刺
し
た
主
人
公
に
そ
の
分
身
は
、
鏡
か
自
分
の
肖
像
の
よ
う
に
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見
え
る
。「
大
き
な
鏡
、

―
最
初
う
ろ
た
へ
乍な
が

ら
も
さ
う
見
て
と
つ
た

―
が

今
や
全
く
前
に
何
も
無
か
つ
た
処
に
立
つ
て
居
た
。
而そ

し
て
私
が
極
度
の
恐
ろ
し

さ
を
抱
き
つ
ゝ
そ
の
方
へ
歩
み
寄
る
と
、
青
ざ
め
て
血
に
塗ま
み

れ
た
姿
を
し
た
私
自

身
の
肖
像
が
力
無
げ
に
よ
ろ
め
き
乍な
が

ら
私
を
迎
へ
る
様
に
進
ん
で
来
た
」と
あ
る
。

更
に
、
類
似
点
3
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
二
人
の
姿
は
酷
似
し
て
い
る
。

し
か
し
、「
蠱
惑
」
の
「
私
」
と
男
の
造
型
に
は
か
な
り
相
違
が
あ
り
、
む
し

ろ
両
者
の
相
対
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
男
が
女
中
に
注
文
し
た
り
す
る
以
上
、

そ
れ
は
第
三
者
に
も
認
識
さ
れ
た
存
在
の
は
ず
で
あ
る
。
類
似
点
3
で
示
し
た
よ

う
に
、
交
渉
が
深
ま
る
に
つ
れ
て
男
は
「
私
」
の
外
見
を
真
似
し
、
思
考
ま
で
似

通
う
よ
う
に
な
る
も
の
の
、
姿
か
た
ち
自
体
に
は
根
本
的
な
相
違
が
あ
る
。
例
え

ば
、「
私
」
は
特
に
男
の
突
出
し
た
額
と
美
し
い
頬
を
意
識
し
て
い
る
。
外
見
も
、

初
対
面
の
際
に
は
鳥
打
帽
を
被
っ
た
「
私
」
に
対
し
、
男
は
中
折
帽
を
被
っ
て
い

る
。
ま
た
、
最
初
に
頸
巻
を
し
た
の
は
「
私
」
だ
け
で
あ
る
が
、
後
に
は
男
も
頸

巻
を
す
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
、「
私
」
は
喫
煙
す
る
が
、
男
は
し
な
い
。
し

か
も
、
以
上
の
よ
う
な
相
違
点
の
強
調
は
、
男
が
実
在
の
他
者
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
私
」
に
と
っ
て
、
男
が
「
私
の
知
ら
な
い
存
在
を

彼
は
持
つ
て
い
ゐ
る
」「
彼
は
殆
ん
ど
そ
の
心
臓
の
存
在
を
さ
へ
私
に
知
ら
さ
な

か
つ
た
」
と
す
る
記
述
も
こ
れ
を
裏
付
け
よ
う
。

3
、
本
体
と
分
身
の
関
係　

前
述
の
よ
う
に
、「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
」
に
お
け
る
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と

分
身
の
関
係
は
、
悪
徳
と
良
心
の
対
立
で
あ
る
。
そ
う
し
た
な
か
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン

は
最
後
に
自
分
の
良
心
を
表
す
も
う
一
人
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
を
滅
ぼ
し
、
自
ら
の
人

格
が
壊
滅
す
る
ま
で
、
常
に
彼
に
敵
意
を
抱
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、「
蠱
惑
」

の
「
私
」
と
男
の
関
係
は
段
階
的
に
変
わ
っ
て
ゆ
く
。
最
初
、「
私
」
は
男
に
自

分
の
魂
ま
で
何
も
か
も
吸
い
取
ら
れ
そ
う
に
な
り
、
敵
意
を
増
し
て
い
く
。
し
か

し
、
そ
の
一
方
で
「
私
」
は
、
煙
草
を
吸
っ
た
と
き
に
男
が
去
っ
て
行
っ
た
た
め
、

荒
廃
し
た
孤
独
を
感
じ
る
。
つ
ま
り
、
二
人
は
赤
の
他
人
同
士
で
あ
る
が
、
互
い

に
似
た
行
動
を
取
る
こ
と
で
、
一
種
の
親
和
性
、
相
手
に
「
蠱
惑
」
さ
れ
た
心
理

を
獲
得
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
後
男
へ
の
敵
意
か
ら
懐
剣
を
懐
ろ
に
し
た
「
私
」
に
対
し
て
、

男
は
自
ら
和
解
の
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
る
。
そ
の
時
、「
私
」
は
男
と
一
緒
に

一
つ
の
大
き
な
生
命
に
融
け
て
ゆ
く
よ
う
な
幸
福
を
感
じ
る
。「
嬉
し
か
つ
た
の

だ
。〈
略
〉
多
く
の
温
い
魂
が
一
つ
の
大
き
い
生
命
の
う
ち
に
融
け
て
流
れ
る
。

私
達
二
人
が
其
処
に
居
る
ん
だ
。
私
の
心
が
そ
の
大
き
い
生
命
の
流
れ
に
融
け
て

ゆ
く
」。

結
末
で
「
私
」
は
、
男
が
離
れ
去
っ
た
こ
と
で
精
神
的
な
衝
撃
を
受
け
る
。
い

わ
ば
、
二
人
の
関
係
は
、
対
立
、
和
解
、
分
離
と
い
う
構
図
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
よ
う
な
一
貫
し
た
対
立
の
構
図
で
は
な
い
変

遷
、
ま
た
憎
し
み
や
恐
れ
と
と
も
に
親
し
み
も
感
じ
る
な
ど
、
矛
盾
し
た
気
持
ち

を
抱
く
こ
と
が
、
本
作
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

4
、
主
人
公
が
自
宅
に
帰
っ
た
あ
と

本
作
の
主
人
公
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
よ
う
に
悲
劇
な
結
末
を
迎
え
る
の
で
は
な

く
、
精
神
の
立
ち
直
り
の
道
を
た
ど
る
。
男
と
離
れ
た
「
私
」
は
、
自
宅
に
帰
っ

て
養
生
を
す
る
。
母
の
看
病
、
空
か
ら
降
り
て
く
る
何
か
の
啓
示
は
、「
私
」
に
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癒
し
と
救
済
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
こ
の
件
こ
そ
、
本
作
が
独
自
に
発
展
さ
せ

た
設
定
で
あ
る
。
終
始
精
神
の
苦
悩
に
囚
わ
れ
て
い
た
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
比
べ
、
苦

悩
か
ら
の
救
済
が
示
唆
さ
れ
る
。

二
、
分
身
に
託
さ
れ
た
葛
藤
の
意
味
と
主
人
公
の
苦
悩

こ
こ
ま
で
、「
蠱
惑
」が「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
」の
分
身
と
い
う
モ
チ
ー

フ
を
踏
ま
え
つ
つ
、
独
自
に
発
展
さ
せ
た
箇
所
を
確
認
し
て
き
た
。
四
つ
の
相
違

点
は
、
分
身
に
か
か
わ
る
項
目
が
大
半
で
あ
り
、
両
作
と
も
に
、
分
身
と
の
交
渉

を
通
し
て
主
人
公
の
葛
藤
を
描
き
出
し
て
い
た
。「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
」

の
場
合
、
善
と
悪
を
表
す
二
人
の
対
立
か
ら
、
主
人
公
の
罪
意
識
が
み
え
て
き
た
。

本
作
の
場
合
、「
私
」
の
葛
藤
は
、
実
在
の
他
人
に
似
通
っ
て
い
る
こ
と
が
原
因

で
あ
る
。
そ
う
し
た
葛
藤
の
正
体
は
何
な
の
か
、
相
違
点
を
手
掛
か
り
に
考
え
て

み
よ
う
。

相
違
点
2
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
本
作
の
「
私
」
は
、
男
と
い
う
実
在
の
別
人

に
よ
っ
て
、
今
の
疎
外
さ
れ
た
状
態
か
ら
抜
け
出
し
た
い
と
い
う
願
望
が
引
き
出

さ
れ
た
。
ま
た
、
相
違
点
3
か
ら
、「
私
」
は
不
安
感
と
と
も
に
男
に
心
ひ
か
れ

て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
疎
外
さ
れ
な
が
ら
も
他
者
に
心
ひ
か
れ
る
と
い
う
の

で
あ
れ
ば
、「
私
」
は
他
者
と
の
関
係
を
求
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し

な
ぜ
、
男
が
特
に
そ
の
対
象
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
相
違
点
3
で
示
し

た
よ
う
に
、
男
と
親
し
み
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
「
私
」
は
男
に
対
し
て
恐
怖

を
感
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
、「
私
」
と
男
お
の
お
の
の
様
子
か
ら

考
え
て
み
た
い
。

類
似
点
4
の
よ
う
に
、「
私
」
は
自
ら
を
、
万
有
に
魂
を
与
え
る
存
在
と
考
え

て
い
た
。
そ
の
世
界
は
、「
私
の
心
に
映
り
、私
の
意
識
に
はマ
マ

入
つ
て
来
る
も
の
は
、

皆
深
い
眼
に
見
え
な
い
世
界
の
象
徴
な
ん
だ
」と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
私
」
が
支
配
す
る
世
界
は
象
徴
の
世
界
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
外
界
と
合
わ
ず
、

倦
怠
し
か
感
じ
な
い
「
私
」
が
、
象
徴
の
世
界
で
自
分
を
創
造
主
ま
で
高
め
る
の

は
、
そ
う
し
た
世
界
認
識
に
よ
っ
て
疎
外
感
か
ら
解
放
さ
れ
よ
う
と
す
る
姿
勢
と

考
え
ら
れ
る
。
類
似
点
6
の
よ
う
に
、「
私
」
は
そ
の
世
界
が
男
に
支
配
さ
れ
て

ゆ
く
こ
と
に
孤
独
を
感
じ
て
い
た
。「
て
や
る
」
と
い
う
攻
撃
的
表
現
を
多
用
し

て
い
る
の
は
、
そ
の
現
れ
で
あ
ろ
う
。

そ
う
し
た
姿
勢
を
と
る
「
私
」
が
男
に
ひ
か
れ
る
き
っ
か
け
は
、
出
会
い
の
場

所
と
男
の
特
質
と
に
よ
る
だ
ろ
う
。
相
違
点
1
の
よ
う
に
、
カ
フ
ェ
ー
は
日
常
か

ら
離
れ
た
場
所
で
あ
る
。「
私
」
は
そ
こ
で
、
日
常
生
活
で
は
会
え
な
い
よ
う
な

男
に
出
会
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
男
と
自
分
と
の
共
通
点
に
よ
っ
て
、「
私
」
は
男

を
気
に
し
出
す
の
で
あ
る
。
二
人
が
似
た
格
好
を
し
た
り
、
同
じ
も
の
を
注
文
し

た
り
す
る
の
は
、
互
い
の
考
え
に
近
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
外
界

と
合
わ
ず
、
普
段
の
生
活
に
理
解
者
を
持
た
な
か
っ
た
「
私
」
は
、
自
分
と
似
た

行
動
を
と
る
男
に
思
わ
ず
ひ
か
れ
始
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
題
名
に
使
わ

れ
た
「
蠱
惑
」
と
は
、「
私
」
が
思
わ
ず
男
に
心
を
ひ
か
れ
る
さ
ま
を
述
べ
た
語

で
あ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
分
身
へ
の
関
心
、
な
い
し
意
識
し
は
じ
め
る
こ
と
に
つ
い

て
、
渡
邊
正
彦
氏（
14
）は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

他
者
と
の
関
係
を
失
っ
て
個
人
が
孤
立
し
、不
安
と
無
力
感
に
さ
い
な
ま
れ
、

自
己
同
一
性
が
危
う
く
な
り
、
本
当
の
自
分
が
分
か
ら
な
く
な
り
、
他
者
と

の
関
わ
り
を
欲
し
て
い
な
が
ら
、
断
絶
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
自
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分
自
身
へ
の
関
心
し
か
持
た
な
く
な
る
。
こ
う
い
う
内
閉
的
状
況
が
、
分
身

や
双
生
児
へ
の
関
心
や
願
望
を
生
み
出
す
の
だ
と
思
わ
れ
る
。〈
略
〉
双
生

児
や
分
身
を
描
く
こ
と
で
、
内
閉
的
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
不
安
や
恐
怖
を

慰
謝
し
、
同
時
に
、
双
生
児
や
分
身
の
存
在
が
そ
の
危
機
的
な
内
閉
的
状
況

そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
、
恐
怖
や
不
安
の
快
楽
を
与
え
る
装
置
な

の
で
あ
る
。
双
生
児
や
分
身
は
、
結
局
は
、
人
間
の
欲
望
、
す
な
わ
ち
欠
如

の
隠
喩
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

「
私
」
の
疎
外
さ
れ
た
位
置
は
、
渡
邊
氏
の
い
う
「
断
絶
」「
内
閉
的
状
況
」
に

当
た
る
。
そ
う
し
た
状
況
に
あ
る
人
間
の
欲
望
と
は
、「
私
」
の
場
合
、
自
分
の

理
解
者
を
求
め
る
気
持
ち
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
男
の
出
現
は
、
自
分
の
理
解
者

が
欲
し
い
と
い
う
、「
私
」
の
願
望
の
具
現
化
と
考
え
ら
れ
る
。
男
の
よ
う
な
存

在
が
い
か
に
重
要
か
は
、「
私
」
が
男
へ
の
攻
撃
を
控
え
る
際
、
実
行
し
た
ら
自

分
も
壊
滅
し
て
ゆ
く
と
想
像
す
る
次
の
箇
所
か
ら
窺
え
よ
う
。「
私
は
右
手
に
懐

剣
を
握
つ
た
。
刃
が
真
黒
な
ん
だ
。
そ
れ
を
彼
の
胸
の
中
に
力
を
込
め
て
つ
き
立

て
ゝ
や
る
。
す
つ
と
刃
が
通
る
―
何
処
ま
で
も
深
く
通
つ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
私
は

真
逆
様
に
深
く
〳
〵
落
ち
て
ゆ
く
…
…
」。

と
こ
ろ
が
、「
私
」
は
願
望
の
具
現
化
で
あ
る
男
に
戸
惑
っ
て
も
い
る
。「
私
」

は
世
界
が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
恐
れ
、
更
に
、
殺
意
ま
で
抱
く
。
そ
う
し

た
矛
盾
に
陥
っ
た
の
は
、
男
の
素
性
が
知
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
「
私
」
に
は
、
男
に
親
し
み
た
い
と
い
う
願
望
と
、「
断
絶
」（
渡
邊
）

を
乗
り
越
え
ら
れ
ず
、
男
と
交
流
を
始
め
る
勇
気
を
持
て
な
い
と
い
う
葛
藤
が
生

ま
れ
る
。
男
に
と
ら
わ
れ
つ
つ
、
自
分
の
存
在
を
乗
っ
取
ら
れ
る
よ
う
な
気
が
し

た
た
め
に
、「
私
」
は
自
分
を
混
乱
さ
せ
る
相
手
を
殺
害
し
た
い
念
ま
で
生
じ
た

の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
葛
藤
は
、
男
が
友
好
の
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
る

こ
と
で
解
消
さ
れ
、
多
く
の
も
の
の
魂
と
一
緒
に
一
つ
の
大
き
な
生
命
の
う
ち
に

融
け
て
ゆ
く
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、「
私
」
が
自
分
の
世
界
を
守
る

姿
勢
は
見
え
な
い
。「
私
」
に
と
っ
て
、
自
分
の
理
解
者
に
な
り
そ
う
な
男
と
交

流
す
る
嬉
し
さ
は
、
傷
つ
く
心
配
を
は
る
か
に
超
え
て
い
た
。
し
か
し
、「
私
」

が
男
と
交
渉
す
る
間
に
感
じ
た
葛
藤
と
和
解
は
、
す
べ
て
が
一
方
的
な
想
像
な
の

で
あ
る
。
加
え
て
、「
私
」が
男
に
懐
剣
を
示
し
た
時
点
は
、二
人
が
既
に
カ
フ
ェ
ー

を
一
緒
に
出
た
後
で
あ
っ
た
。
カ
フ
ェ
ー
は
、
相
違
点
1
で
述
べ
た
よ
う
に
、
現

実
を
離
れ
た
場
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
こ
か
ら
出
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
実
世
界
に

戻
る
こ
と
に
ひ
と
し
い
。「
私
」
の
内
面
の
葛
藤
を
知
ら
な
い
男
が
、
い
き
な
り

懐
剣
を
示
さ
れ
、
そ
の
傍
か
ら
逃
げ
出
す
こ
と
は
当
然
と
言
え
よ
う
。
人
間
的
な

親
し
い
関
係
を
求
め
た
「
私
」
は
、
男
の
予
想
外
の
反
応
に
よ
っ
て
精
神
的
な
衝

撃
を
受
け
た
の
だ
が
、
そ
の
原
因
は
、
他
人
の
心
は
不
可
知
だ
と
い
う
人
間
関
係

の
覚
束
無
さ
で
あ
ろ
う
。

三
、  

空
よ
り
の
啓
示

―
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク

「LA VIE PRO
FO
N
D
E

」
と
の
か
か
わ
り

こ
こ
ま
で
、
分
身
に
託
さ
れ
た
葛
藤
の
意
味
を
検
討
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、

「
私
」
の
衝
撃
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
。
帰
宅
後
、
母
か
ら
の
癒
し
に
よ
り
精

神
的
に
落
ち
着
い
て
き
た
「
私
」
が
、
男
の
こ
と
を
記
し
た
手
紙
を
母
に
見
せ
る

と
、
母
は
「
眼
に
一
杯
涙
を
た
め
て
、
こ
れ
は
し
ま
つ
て
お
い
て
暫
く
見
な
い
方

が
い
ゝ
よ
と
云
つ
た
。
私
は
そ
の
涙
の
中
に
う
ち
震
へ
て
泣
い
て
ゐ
る
母
の
魂
を
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見
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
母
の
存
在
は
、「
私
」
の
苦
悩
の
解
決
に
役
立
っ
て
は

い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
傍
に
い
る
母
は
、「
私
」
の
苦
悩
に
共
感
は
し
て
も
、
理

解
者
で
は
な
か
っ
た
、
と
推
測
さ
れ
よ
う
。

母
に
言
わ
れ
る
ま
ま
、
手
紙
を
手
文
庫
に
し
ま
っ
た
「
私
」
は
、「
胸
の
う
ち

に
ひ
そ
か
に
囁
き
つ
ゝ
遠
い
空
か
ら
下
り
て
来
る
も
の
が
あ
る
。
私
は
静
に
し
て

ゐ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ぢ
つ
と
祈
る
や
う
な
心
で
居
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
で
あ
る
」
と
感
じ
る
。
そ
こ
に
、「
私
」
の
救
済
が
あ
る
よ
う
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
い
か
に
も
神
秘
的
な
雰
囲
気
溢
れ
る
シ
ー
ン
で
あ
ろ
う
。

関
口
安
義
氏
は
、
神
秘
主
義
の
色
彩
が
豊
島
の
初
期
作
品
に
共
通
し
た
特
徴
で

あ
っ
て
、
ベ
ル
ギ
ー
の
神
秘
主
義
戯
曲
家
・
思
想
家
モ
リ
ス
・
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク

（M
aurice M

aeterlinck

、1862

〜1949

）
の
思
想
に
影
響
さ
れ
た
も
の
と
指
摘

す
る（
15
）。
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
が
は
じ
め
て
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
明
治

三
十
五
年
に
大
塚
楠
緒
子
が
『
女
学
世
界
』
に
発
表
し
た
翻
訳
戯
曲
「
を
さ
な
児

の
最
期
」
で
あ
っ
た（
16
）。
そ
れ
以
来
、
新
た
な
死
生
観
・
生
命
観
の
問
題
に
直

面
し
た
知
識
人
の
間
に
、
神
秘
的
な
情
緒
に
溢
れ
る
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
へ
の
共
感

が
拡
が
っ
た
。
森
鴎
外
の
「
椋
鳥
通
信
」
で
翻
訳
や
紹
介
が
な
さ
れ
た
ほ
か
、
芥

川
龍
之
介
の
戯
曲
「
青
年
と
死
」
な
ど
に
そ
の
影
響
が
看
取
さ
れ
、日
本
の
文
壇
・

劇
壇
を
一
時
風
靡
し
た
。
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の
季
節
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
メ
ー
テ

ル
リ
ン
ク
の
作
品
は
昭
和
の
初
期
ま
で
続
々
と
翻
訳
、
紹
介
さ
れ
た（
17
）。

そ
う
し
た
風
潮
の
な
か
、
豊
島
は
「
蠱
惑
」
脱
稿
の
翌
月
大
正
三
年
四
月
、
東

京
帝
国
大
学
仏
文
専
修
の
同
人
誌
『
自
画
像
』
創
刊
号
に
、「
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク

の
評
論
―LA

 V
IE

 P
R

O
F

O
N

D
E

」
を
翻
訳
、紹
介
す
る
。『
新
思
潮
』
創
刊
号
（
大

三
・
二
）
の
「
編
輯
所
よ
り
」
に
、「
豊
島
は
短
篇
で
大
い
に
光
る
の
を
書
く
筈

だ
し
メ
エ
テ
ル
リ
ン
ク
の
新
し
い
論
文
を
原
作
か
ら
訳
す
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ

な
い
」
と
の
予
告
が
掲
載
さ
れ
、
結
局
そ
れ
は
『
自
画
像
』
に
載
せ
ら
れ
た
よ
う

だ
が
、
豊
島
の
「L

A
 V

IE
 P

R
O

F
O

N
D

E

（
18
）」
へ
の
関
心
は
、「
蠱
惑
」
創
作
前

か
ら
既
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

「
蠱
惑
」
と
対
比
し
た
時
、「
私
」
の
姿
に
「LA

 V
IE

 P
R

O
F

O
N

D
E

」
の
思
想

が
影
を
落
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
評
論
の
主
旨
は
、
無
限
と
の
神

秘
な
交
渉
を
通
し
て
、
人
間
は
す
ぐ
れ
た
生
に
生
き
得
る
、
と
い
う
も
の
で
、「
蠱

惑
」
に
影
を
落
と
し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

① 

英
傑
と
て
も
そ
の
傍
に
進
み
ゆ
く
一
介
の
凡
人
よ
り
偉
大
だ
と
い
ふ
他
の
理

由
を
持
た
な
い
、
只
そ
の
生
存
の
あ
る
瞬
間
に
於
て
、
こ
の
無
限
と
の
交
渉

の
一
つ
に
つ
い
て
よ
り
鋭
敏
な
る
意
識
を
有
し
た
と
い
ふ
故
の
み
で
あ
る
」

② 

人
の
生
涯
の
う
ち
に
は
或
る
日
が
あ
つ
て
、そ
の
時
天
は
自
ら
う
ち
開
け
た
。

そ
し
て
一
個
体
の
真
の
精
神
的
人
格
が
日
附
け
ら
る
ゝ
の
は
殆
ん
ど
常
に
此

の
瞬
間
か
ら
で
あ
る
」

③ 

吾
々
は
天
の
下
孤
独
で
は
な
い
と
い
ふ
、
ま
た
他
の
人
々
は
接
吻
し
或
は
涙

を
流
し
乍
ら
俄
に
心
付
く
、「
万
有
よ
り
神
に
至
る
ま
で
善
良
に
し
て
聖
な

る
も
の
ゝ
凡
て
の
源
は
、
か
の
余
り
に
遠
い
星
々
に
満
ち
た
夜
の
後
ろ
に
隠

さ
れ
て
あ
る
」
と
」（
傍
線
稿
者
。
以
下
同
じ
）

以
上
の
三
点
を
ま
と
め
て
み
れ
ば
、
人
間
は
心
身
を
無
限
に
委
ね
、
天
よ
り
の

聖
な
る
啓
示
を
適
宜
つ
か
め
ば
、
誰
で
も
偉
大
な
人
格
に
進
化
で
き
る
と
い
う
も

の
で
あ
り
、
人
間
は
ひ
た
す
ら
無
限
の
力
を
頼
り
に
し
て
向
上
す
る
も
の
だ
、
と

い
う
思
想
で
あ
る
。
本
作
末
尾
の
、「
遠
い
空
か
ら
下
り
て
来
る
も
の
」
と
は
、

天
か
ら
下
さ
れ
た
啓
示
に
当
た
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、「
私
」
が
そ
の
啓
示
を
待
ち
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受
け
て
祈
る
姿
は
、
①
②
が
示
す
よ
う
な
、
啓
示
を
意
識
し
て
つ
か
み
と
る
こ
と

に
通
じ
合
う
。
そ
こ
か
ら
、
結
末
部
の
「
私
」
は
、
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
が
唱
え
る

理
想
的
な
生
き
方
に
則
ろ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
空
に
隠
さ
れ
た
聖
な

る
力
は
、
英
傑
と
な
る
よ
う
人
を
導
く
も
の
で
あ
り
、「
私
」
は
そ
れ
に
よ
っ
て

精
神
の
苦
悩
か
ら
立
ち
直
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、
な
ぜ
「
私
」
は
、
最
後
に
こ
の
よ
う
な
神
秘
的
な
世
界
へ
向
か
う
の
だ

ろ
う
か
。
男
へ
の
記
憶
を
封
印
し
、人
間
関
係
へ
の
期
待
を
諦
め
た
あ
と
で
、「
私
」

は
超
現
実
の
世
界
に
救
い
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
点
で
「
私
」
は
既
に
、

人
間
世
界
に
お
け
る
疎
外
感
か
ら
抜
け
出
そ
う
と
す
る
の
を
止
め
た
と
い
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。
③
に
よ
れ
ば
、
星
空
に
隠
さ
れ
る
聖
な
る
力
さ
え
あ
れ
ば
、
人
間
は

孤
独
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
「
私
」
は
、
人
間
世
界
で
は
な
く
、
神

秘
的
な
超
現
実
の
世
界
に
向
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。こ
こ
か
ら
は
、天
啓
に
よ
っ

て
精
神
の
敗
北
を
乗
り
越
え
、
新
た
な
生
を
待
ち
受
け
よ
う
と
す
る
姿
が
窺
わ
れ

る
。
人
間
関
係
の
頼
り
な
さ
を
経
て
き
た
「
私
」
に
と
っ
て
、
そ
う
し
た
確
固
た

る
よ
り
所
こ
そ
、
乱
れ
た
自
分
の
心
を
支
え
る
真
の
救
済
に
な
る
だ
ろ
う
。

四
、「
蠱
惑
」
の
意
味　

こ
こ
ま
で
、
分
身
譚
と
し
て
の
本
作
が
、
主
人
公
が
如
何
に
孤
独
を
乗
り
越
え

よ
う
と
し
た
か
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
き
た
。

も
う
一
度
整
理
す
れ
ば
、
自
分
の
世
界
に
耽
っ
て
い
た
「
私
」
が
、
自
分
の
理

解
者
の
現
れ
を
強
烈
に
期
待
し
、男
に
惹
き
つ
け
ら
れ
て
交
渉
が
始
ま
る
も
の
の
、

そ
の
和
解
の
意
図
を
誤
解
し
て
男
が
逃
げ
出
た
た
め
、「
私
」
は
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
て
し
ま
う
。
そ
の
苦
悩
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
母
は
、
結
局
真
の
理
解
者
で
は

な
く
、「
私
」
は
自
分
が
孤
独
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、
つ
い
に
超
現
実
の
神

秘
的
な
力
に
た
ど
り
着
く
、と
い
う
流
れ
で
あ
る
。男
に
蠱
惑
さ
れ
る
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、「
私
」
は
そ
う
し
た
気
持
ち
の
変
化
を
経
験
す
る
。
自
分
と
他
者
と
の

駆
け
引
き
に
よ
り
、
自
分
と
い
う
「
個
」
の
不
安
定
さ
、
す
な
わ
ち
自
己
を
堅
牢

に
保
て
な
い
現
実
が
露
呈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。「
蠱
惑
」
と
い
う
語
は
、
孤
立
し

た
「
私
」
が
人
間
関
係
に
踏
み
込
む
き
っ
か
け
を
表
す
一
方
、
そ
の
心
の
弱
さ
を

も
示
唆
し
て
い
よ
う
。

「
蠱
」
と
は
、
ま
じ
な
い
に
使
う
虫
で
あ
り
、
人
を
害
す
る
呪
い
や
毒
薬
で
も

意
味
す
る（
19
）。
男
に
惑
わ
さ
れ
る
「
私
」
が
嘗
め
た
激
し
い
精
神
の
ゆ
れ
、
神

経
衰
弱
の
根
本
的
な
原
因
は
、
孤
独
の
心
情
で
あ
り
、
日
常
生
活
で
自
分
を
理
解

す
る
者
が
い
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
本
作
で
、「
私
」
と
実
際
に
交
流

を
持
つ
の
は
男
と
母
だ
け
で
あ
る
。
男
と
の
交
流
を
通
し
て
、
人
間
関
係
を
め
ぐ

る
願
望
と
現
実
と
の
食
い
違
い
が
認
識
さ
れ
、
母
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、
い
く
ら

親
し
く
と
も
心
の
隔
た
り
が
存
在
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
母
の
言
葉
に
促
さ
れ

て
男
の
記
憶
を
封
印
す
る
の
は
、「
私
」
が
他
者
と
の
関
係
を
断
念
し
た
こ
と
を

示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

自
分
の
世
界
認
識
か
ら
他
者
と
の
関
係
へ
、
そ
の
断
絶
か
ら
超
現
実
へ
、「
私
」

は
自
分
の
位
置
を
変
え
て
き
た
。
そ
れ
は
、
孤
独
に
苦
し
む
「
私
」
が
、
心
を
支

え
る
理
想
的
な
よ
り
所
を
求
め
て
き
た
道
程
で
あ
り
、
本
作
は
そ
の
一
部
始
終
を

語
っ
た
も
の
、
と
い
え
よ
う
。



豊
島
与
志
雄
「
蠱
惑
」
論

八
三

五
、
豊
島
与
志
雄
と
「
蠱
惑
」

以
上
、
本
作
と
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
」
及
び
「LA

 V
IE

 P
R

O
F

O
N

D
E

」

と
の
対
照
を
通
し
て
、
主
人
公
が
人
間
関
係
と
精
神
の
揺
れ
に
悩
み
、
最
後
に
超

現
実
に
救
済
を
求
め
る
流
れ
を
み
て
き
た
。

こ
こ
で
、「
私
」
に
よ
る
一
人
称
の
語
り
手
と
は
、
作
者
に
と
っ
て
如
何
な
る

存
在
な
の
か
、
見
極
め
た
い
。

豊
島
は
、「
蠱
惑
」
を
創
作
し
た
前
後
、
つ
ま
り
第
一
高
等
学
校
時
代
（
明
治

四
〇
年
代
）
か
ら
大
学
二
年
頃
（
大
正
三
年
）
ま
で
、デ
カ
ダ
ン
的
な
生
活
を
送
っ

て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
本
作
の
主
人
公
の
姿
に
は
、
豊
島
の
そ
の
時
期
に
お
け
る

様
子
と
重
な
る
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
以
下
、
豊
島
自
身
の
回
想
を
い
く
つ
か
紹
介

す
る
。丁

度
大
学
の
二
年
頃
で
、
高
等
学
校
時
代
か
ら
の
デ
カ
ダ
ン
的
な
生
活
が
、

次
第
に
落
着
い
て
来
ま
し
て
、
今
度
は
又
そ
の
反
動
と
し
て
莫
迦
に
真
面
目

な
、
澄
ん
だ
生
活
に
帰
つ
て
居
た
時
の
事
で
す
。（「
謂
ゆ
る
出
世
作
よ
り
も

却
つ
て
思
ひ
出
の
深
い
処
女
作
」『
新
潮
』
大
正
八
・
一
）

私
は
嘗
て
、
退
廃
的
な
自
暴
自
棄
に
陥
り
か
け
た
こ
と
が
あ
る
。
尋
常
な
こ

と
は
凡
て
面
白
く
な
く
な
つ
て
、
何
か
非
常
識
な
突
飛
な
こ
と
ば
か
り
に
心

惹
か
れ
た
。
明
る
い
輝
か
し
い
も
の
が
厭
は
し
く
、
暗
い
悲
惨
な
も
の
ば
か

り
が
好
ま
し
か
つ
た
。
そ
し
て
、
昼
間
は
ぼ
ん
や
り
と
下
宿
の
室
に
籠
つ
て

ゐ
て
、
夜
に
な
る
と
の
こ
の
こ
出
か
け
て
ゆ
き
、
都
会
の
暗
い
穴
を
探
し
求

め
る
や
う
な
気
で
、
酒
を
飲
ん
だ
り
彷
徨
し
た
り
し
た
。（「
父
母
に
対
す
る

私
情
」『
新
潮
』
大
正
十
三
・
七
）

　

  

一
高
は
寮
生
活
が
立
前
で
全
部
寮
に
入
る
の
が
原
則
な
ん
だ
が
、
僕
は
そ

れ
が
嫌
い
で
一
年
の
一
学
期
で
寮
を
逃
げ
出
し
て
下
宿
生
活
を
し
た
。
そ

れ
で
友
人
関
係
は
あ
ま
り
な
い
。
あ
れ
か
ら
ず
う
つ
と
孤
独
的
に
く
ら
し

た
。（「
座
談
会
・
私
は
ど
う
し
て
小
説
家
に
な
つ
た
か
」『
文
芸
往
来
』

昭
和
二
十
四
・
四
）

以
上
の
よ
う
な
昼
間
の
退
廃
な
気
分
と
夜
の
彷
徨
の
面
影
は
、は
っ
き
り
と「
蠱

惑
」
の
主
人
公
に
投
影
さ
れ
て
い
る
。

豊
島
が
、主
人
公
の
よ
う
に
神
経
衰
弱
に
陥
っ
た
か
ど
う
か
、関
連
記
録
は
残
っ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
、
豊
島
は
確
か
に
人
間
関
係
に
悩
み
、
前
述
の

引
用
の
よ
う
に
友
人
に
な
か
な
か
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。
一
方
、
関
口
安
義
氏
の
調

査（
20
）に
よ
れ
ば
、
豊
島
は
こ
の
時
期
、
僅
か
な
親
友
の
一
人
林
原
耕
三
と
、
二

人
の
下
宿
先
朝
倉
家
の
姉
妹
を
恋
す
る
と
い
う
複
雑
な
関
係
に
陥
っ
て
い
た
と
い

う
。
友
情
と
恋
に
挟
ま
れ
る
豊
島
の
苦
し
み
は
、
林
原
宛
の
何
通
か
の
書
簡（
21
）か

ら
も
看
取
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
恋
は
、
い
つ
も
自
分
の
意
志
を
尊
重
し
て
く
れ

る
両
親
に
も
反
対
さ
れ
た
と
い
う
。
豊
島
は
そ
の
な
か
で
、
人
間
関
係
の
覚
束
無

さ
を
強
く
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
作
の
「
私
」
の
不
安
な
気
持
ち
が
、
あ
る
程

度
豊
島
の
実
体
験
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
の
関
口
氏
の
推
測
は
、
上
記
豊
島

自
身
の
回
想
に
よ
っ
て
確
実
性
を
増
す
で
あ
ろ
う
。こ
の
時
期
の
豊
島
の
苦
悩
が
、

主
人
公
の
回
想
の
中
に
凝
縮
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

豊
島
は
、
大
学
二
年
頃
に
デ
カ
ダ
ン
的
気
分
か
ら
立
ち
直
っ
た
。
メ
ー
テ
ル
リ

ン
ク
の
「L

A
 V

IE
 P

R
O

F
O

N
D

E

」
を
翻
訳
、
紹
介
し
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。

豊
島
が
そ
の
評
論
を
寄
せ
た
『
自
画
像
』
創
刊
号
（
大
三
・
四
）
に
、
同
人
の
木

村
幹
も
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の
作
品
―
童
話
劇
の『
ア
リ
ア
ァ
ヌ
と
青
髯
』を
翻
訳
・



吳　
　
　

若　

彤

八
四

紹
介
し
た
。
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
へ
の
関
心
は
、
同
人
間
に
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
な
か
、
豊
島
が
特
に
そ
の
評
論
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
そ
の
説
に
共
感

し
て
寂
し
い
心
の
慰
め
を
得
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
実
際
、「
豊
島
君
は
日
常
茶
飯

の
間
に
も
、
彼
の
小
説
に
現
は
る
ゝ
如
き
、
妙
な
神
経
か
ら
来
る
神
秘
の
世
界
が

実
際
あ
る
ら
し
い
。
其
点
に
於
て
彼
は
メ
エ
テ
ル
リ
ン
ク
の
一
面
と
ひ
ど
く
共
鳴

す
る
ら
し
い（
22
）」
と
の
評
も
あ
る
。『
蠱
惑
』
で
、
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の
説
を

踏
ま
え
る
よ
う
に
、
主
人
公
が
救
済
に
た
ど
り
つ
い
た
の
は
、
こ
う
し
た
背
景
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
作
は
、
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
オ
の
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ウ
ィ
ル
ソ
ン
」か
ら
分
身
の
モ
チ
ー
フ
を
借
り
る
一
方
、メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の「LA

 

V
IE

 P
R

O
F

O
N

D
E

」
に
よ
っ
て
神
秘
的
な
超
現
実
に
救
済
を
求
め
、
精
神
の
敗

北
を
乗
り
越
え
て
新
た
な
生
を
待
ち
受
け
よ
う
と
す
る
姿
を
描
い
た
作
品
で
あ
っ

た
。
そ
の
背
後
に
は
、
明
治
四
〇
年
代
か
ら
大
正
三
年
ま
で
の
デ
カ
ダ
ン
な
生
活

と
、
そ
こ
か
ら
の
脱
却
が
あ
っ
た
。
本
作
は
、
そ
う
し
た
自
己
の
心
象
の
一
部
を

作
品
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

付
記　

1
、  

テ
キ
ス
ト
の
引
用
に
つ
い
て
、「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
」
は
『
赤
き
死

の
仮
面
』（
泰
平
館
書
店
、
大
正
二
・
七
）、「
蠱
惑
」
は
『
新
思
潮
』
第
一
巻

第
二
号
（
臨
川
書
店
、
大
正
三
・
三
、
複
製
版
）、「LA

 V
IE

 P
R

O
F

O
N

D
E

」

は
『
自
画
像
』
創
刊
号
（
尚
文
堂
、
大
正
三
・
四
）
に
そ
れ
ぞ
れ
拠
っ
た
。

引
用
に
際
し
て
、
漢
字
は
常
用
漢
字
に
改
め
、
適
宜
ル
ビ
を
略
し
た
。
引
用

文
献
は
特
記
を
除
い
て
初
出
に
拠
っ
た
。

注

（
1
） 

『
新
思
潮
』
大
正
三
・
二

（
2
） 

『
帝
国
文
学
』
大
正
三
・
五

（
3
） 

「
豊
島
與
志
雄
を
論
ず
」『
新
潮
』
大
六
・
一

（
4
） 

「
自
己
分
裂
と
い
う
物
語
」『
大
正
幻
影
』
川
本
三
郎
著
、
岩
波
書
店
、
平
成

二
十
・
四

（
5
） 

前
掲
注
（
4
）
に
よ
れ
ば
、
芥
川
龍
之
介
「
二
つ
の
手
紙
」（
大
正
六
・
八
）、
谷

崎
潤
一
郎
「
人
面
疸
」（
大
正
七
・
三
）、
佐
藤
春
夫
「
指
紋
」（
大
正
七
・
七
）、

芥
川
龍
之
介
「
影
」（
大
正
九
・
七
）、
泉
鏡
花
「
眉
か
く
し
の
霊
」（
大
正

十
三
・
五
）、
梶
井
基
次
郎
「
Ｋ
の
昇
天
」（
大
正
十
五
・
十
）
な
ど
が
あ
る

（
6
） 

前
掲
注
（
4
）
に
よ
れ
ば
、
ポ
オ
の
『
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
』（
１
８
３
９
）、

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
『
二
重
人
格
』（
１
８
４
６
）、
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
『
ド

リ
ア
ン
・
グ
レ
イ
の
肖
像
』（
１
８
９
０
）
な
ど
で
あ
る

（
7
） 

『
日
本
の
近
代
文
学 

作
家
と
作
品 

吉
田
精
一
博
士
古
稀
記
念
』
吉
田
精
一
博
士
古

稀
記
念
論
集
刊
行
会
編
、
角
川
書
店
、
昭
和
五
十
三
・
十
一

（
8
） 1840

年
、
年
度
版
の
贈
呈
用
詩
文
集
『
ギ
フ
ト
』
に
所
収

（
9
） 

『
評
伝　

豊
島
与
志
雄
』
関
口
安
義
著
、
未
来
社
、
昭
和
六
十
二
・
十
一

（
10
） 

『
世
界
文
学
大
系
33　

ポ
オ
・
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
』
付
録
年
譜
を
参
照
、
中
野
好
夫
﹇
ほ

か
﹈
訳
、
筑
摩
書
房
、
昭
和
三
十
四
・
七

（
11
） 

泰
平
館
書
店
、
大
正
二
・
七

（
12
） 
東
京
創
元
新
社
、
昭
和
三
十
八
・
十
一

（
13
） 
今
の
イ
ー
ト
ン
の
こ
と

（
14
） 

『
近
代
文
学
の
分
身
像
』
十
三
頁
、
渡
邊
正
彦
著
、
角
川
選
書
、
平
成
十
一
・
二

（
15
） 

注
（
9
）
に
同
じ



豊
島
与
志
雄
「
蠱
惑
」
論

八
五

（
16
） 

『
明
治
翻
訳
文
学
全
集　

新
聞
雑
誌
編
』
四
十
九
『
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
集
』、
川
戸

道
明
・
榊
原
貴
教
編
、
大
空
社
、
平
成
十
一
・
五

（
17
） 
『
大
正
生
命
主
義
と
現
代
』
鈴
木
貞
美
編
、
河
出
書
房
新
社
、
平
成
七
・
四

（
18
） 
大
正
九
年
以
後
『
マ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
全
集
』
全
八
巻
を
続
々
と
訳
出
し
た
鷲
尾
浩

氏
の
訳
に
よ
れ
ば
、「
深
い
生
活
」（『
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
全
集
1
』
復
刻
版
、
鷲
尾

浩
訳
、
本
の
友
社
、
平
成
一
・
五
）
で
あ
る

（
19
） 

『
大
辞
泉
』
小
学
館
、
平
成
七
・
十
二

（
20
） 

注
（
9
）
に
同
じ

（
21
） 

『
漱
石
山
房
の
人
々
』
林
原
耕
三
著
、
講
談
社
、
昭
和
四
十
七
・
三

（
22
） 

「
豊
島
與
志
雄
氏
の
印
象
」『
新
潮
』
久
米
正
雄
、
大
正
七
・
五




